
◎ 実践研究課題

◎ 事業推進体制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎ 実践研究内容

◎ 実践研究内容

令和７年度（2025年度）北海道高等学校定時制・通信制パワーアップ事業

北海道教育委員会

定時制・通信制課程では、様々な入学動機や学習歴を持つ者が学んでいることを踏まえ、
多様なニーズに対応した本道の定時制・通信制教育の改善・充実に資する実践研究を行う。

◎目的

指導
助言

成果の
報 告

定時制・通信制高等学校教職員：研究推進校の校長又は教頭、教職員

北海道教育庁職員：北海道教育庁学校教育局高校教育課高校教育指導係主査

関係教育局及び所管機関の指導主事等

成果の共有
情報の発信

実践に係る
情報の提供

北海道高等学校定時制・通信制パワーアップ研究協議会

イ 通信教育の改善・充実
・添削指導・面接指導の改善・
充実
・放送その他多様なメディアを

利用した指導等の方法の改善・
充実
・その他、通信教育の改善・充
実に資する取組

パワーアップ研究部会

通信制
協力校

研究推進校は、次に示す実践研究課題のいずれかについて研究を行う。

ア 特別な教育的支援を必要とする生徒への指導の充実
イ 通信教育の改善・充実

研究推進校の教職員 指導主事等

定時制
課程

研究推進校

○○高等学校（定時制）

全道

ア 特別な教育的支援を必要とする
生徒への指導の充実
・特別な教育的支援を必要とする生徒
への支援体制の構築

・特別な教育的支援を必要とする生徒

への指導内容・方法及び評価方法の改善・

充実
・その他、特別な教育的支援を必要と
する生徒への指導の充実に資する取組

◎実践研究内容

◆ 作成した教材

等を協力校に提
供するなど、連
携して進める。

◆ 提供された教
材等を生徒・教
員が評価する。

○ 研究推進校における実践の効果的な実施及び研究成果の普及を図る

ため、年１回開催する。

研究協力校の教職員

○○高等学校（通信制）

研究協力校

必要に応じて

研究協力校 研究協力校 研究協力校

必要に応じて


